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目次 

 

９章  単純形副詞（およびその関連表現） 

 

１０章  形容詞 

１． 形容詞等を並べる順    2 

２． any,  every,  each,  all  の使い分け    4 

３． a few,  few に関して  9 

４． 形容詞に関する諸注意    12   ・ high,  low  や  large,  small  などの使い分けについて  12 

                  ・ worth の用法  13 

・ 叙述用法の形容詞などが行為を表す例    14 

・ pleasant は vt 由来の、-ing が付かない形容詞であり、vt の現在分詞に相当する。  15 

・ 叙述用法の形容詞の最上級の前には the を置かない。    15 

・ 「the ＋形容詞」について  16 

 

１１章  形容詞相当名詞（形容詞的名詞） ＝ 名詞の形容詞への転用 および ハイフンワード 

 

１２章  代名詞 

１． 代名詞が指すもの  2 

・「人称代名詞」と「指示代名詞」の区別  4 

・ 時間・距離・天候・気温・明暗等を表す it 、形式主語・形式目的語を表す it、「漠然とした状況を表す」ための it、 

文法的体裁を整えるための it など    5 

・ 前出の人を受けるのではなく、一般の人のことを表したり、当局や担当の人たちを表す they  5 

・ 「一般の人」を表す he, she    5 

・ it や one を使えない例  6 

・ one は不可算名詞を受けることはできません。  6 

・ 会話をしている当事者を指すのに he, she, they は用いません。  8 

・ 人を指す it について    8 

      ・ she が受けることのできる名詞    9 

２.  これから述べること（後方照応）について  9  ・「これから述べること」を指す this, these について  10 

３． 代名詞に関するその他の注意点  10 

３－１． 形容詞と同じかたちの代名詞  10 

３－２． 副詞にもなる all と each と both  12 

３－３． 一般の人を表す代名詞  13    ・ you と we について    13 

                                      ・ one,  people,  they について    14 

３－４． someone,  somebody  の「ひとかどの人物」の訳例について    15 

３－５． 疑問代名詞（who, what, which）は常に単数扱い  17 

３－６． 人称代名詞と関係代名詞  18 

３－７．  性別不明かつ単数扱いの一般人を受ける代名詞  18 

３－８．  前者・後者  21 

３－９．  each other  と one another  22 
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３－１０． 代名詞の格  23 

３－１１． 文法的整合性をとるために置く代名詞  23 

３－１２． 代名詞を並べる順  23 

３－１３．  動名詞の意味上の主語について    24 

 

１３章  配分単数 

 

１４章  関係代名詞 
１． 関係代名詞の制限用法（限定用法）と非制限用法（非限定用法）について  3 

１－１． 序論  3 

１－２． 「継続用法」という文法用語、および訳の仕方について  5 

１－３． 非制限用法についての要点整理  8     ・ 同格表現において  14 

１－４． 関係代名詞の代りに現在分詞を用いる表現法について  15 

１－５． 代名詞と関係代名詞  18 

１－６． 所有格・指示形容詞と関係代名詞  19 

１－７． 物質名詞等と関係代名詞  20 

１－８． 抽象名詞と関係代名詞  21 

１－９． 固有名詞と関係代名詞  23 

２． 冠詞と関係代名詞  24    ・ 「関係代名詞＋be-動詞・be-助動詞」の省略  26 

・ a か the か  27 

・ 強調のための the について  29 

・ 複数形の先行詞  32 

    ・ 参考 — 冠詞について  34 

３． 関係代名詞の who が使えない例  36 

４． 関係形容詞  37    ・ whose との違い  38 

・ 関係形容詞の  what,  whatever,  whichever  39 

・ whose に関して  40 

・ 付帯状況を表す with 以下の処理について  42 

５． 関係代名詞がそれに変わる前はどこに位置していたものなのか  45 

６． 連鎖関係詞節  47 

７． 二重限定  49 

８． 関係代名詞の単複、及び単数扱いの疑問代名詞  50 

９． 疑似関係代名詞  52    ・ as  について  52      非制限用法の例  52 

                                              制限用法の例    54 

as many [much] (名詞) as …    54 

the same … as …    55 

such … as …    55 

as … as …    55 

・ than  について  55 

・ but  について  56 
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１０． その他    56    ・ 関係代名詞のあとに形式主語を置く例  56 

・ A is to B what C is to D. の構文について  57 

 

１５章  関係副詞 

 

１６章  対等要素を並べる（並列法） 

 

１７章  as … as 構文について 

 

１８章  more than の関連表現 

 

１９章  but と and の使い分けの例（逆接か順接か） 

 

２０章  名詞の意味を限定する as や譲歩を表す as などについて 

 

２１章  unless 

 

２２章  コロン・セミコロン・ダッシュ・スラッシュ・コンマ 

 

２３章  接続詞に関するその他の注意点 

 

２４章  分詞構文 

 

２５章  倒置 

１．何のために倒置させるのか  2 

    ① 結論を早く言う。  2 

    ② 前出した内容（＝旧情報）を文頭で受ける。  2 

    ③ 強調する。  3 

    ④ 文を簡潔にする。  3 

   ・簡単に覚えられる重要なパターンのまとめ  3 

２．否定語（句）＋倒置文  3 

３．補語＋倒置文  6 

４．目的語＋SV  7 

５．副詞（句）＋倒置文  7 

６．is so … that …,  is such … that … の強意形は、So [ Such]＋倒置文  9 

７．「so＋倒置文」と「so＋SV」  10 

８．仮定法の倒置文  11 

９．譲歩を表す倒置文と命令形の文  11 

１０．その他  12 

・ SVOC の文型で、目的語が長いときには SVCO の語順を採ります。  12 

・ 副詞句は本来の位置からはずれて、文頭の方に上ってくることがよくあります。  13 
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・ 感嘆文でも倒置することがあります。  13 

・ as,  than  以下でも倒置することがあります。  13 

・ 「the 比較級 …, the 比較級….」での倒置  13 

・ 主節を挿入や後置して逆順になることはよくあります。  14 

 

２６章  前置詞 

１． 前置詞の目的語となり得るものの品詞・種類 

① 普通名詞・物質名詞・抽象名詞  2   ② 代名詞  2   ③ 動名詞  2   ④ 副詞  3 

⑤ 形容詞・分詞  4   ⑥ 不定詞・原形不定詞（動詞）  4   ⑦ 句  4      ⑧ 節  4 

２． of について  7     ２－１．  主格関係と目的格関係  7 

２－２． 同格関係  8 

２－３． about  の意の例  9 

２－４． out of  の意の例  10 

２－５． 「～から」＝ from ではない  11 

２－６． 分離・隔離の of の例  13 

２－７． 「of＋抽象名詞」をつくる of  15 

３． 二重所有格、および主格関係と目的格関係を表す of について  16 

３－１． 所有格と of について  16 

３－２． 二重所有格  18 

３－３． 主格関係と目的格関係  19 

３－４． change of …  と  change in …  の違いについて （「全体」か「一部」か）  22 

３－５． 属性を表す of について  24 

４． on について  25 

５． off について  30 

６． 動的な意味合いをもつ前置詞句（主に「vt＋目的語」の後に置く例について）  31 

７． 結果を表す前置詞  to,  into,  with,  without  32 

８． 到達点を表す to と、方向を表す for,  toward,  at  35 

９． between と among  35 

１０． 「今から～の後に」と言う場合の in  37 

１１． in と for あるいは during の違いについて  39 

１２． 「期間」を表す over について  42 

１３． 時を表す from について（since  については 23-2 を参照）  43 

１４． by,  before,  until / till  44 

１５． 前置詞が示す範囲（主に「時」を表す前置詞について）  45 

１６． but  46 

１７． anything but …  と nothing but …  について  47 

１８． but と except の違い  47 

１９． except  と except for  48 

２０． besides,  apart from  49 

２１． 比較に使う over と above など  50 

２２． for と against  50 
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２３． through  50 

２４． 前置詞の省略  51 

２５． 前置詞句の挿入（あるいは本来の位置からの移動）について  53 

２６． その他  54  「about  と on  の違いについて」「by の後の冠詞について」など 

 

２７章  英語、そして日本語 

１． 母語の学習と外国語の学習  2 

２． 世界の言語の文法形態と日本語の文法形態  20 

３． 日本語語彙の変遷  21 

４． 日本語と英語の造語のしかた  24 

和語から漢字へ  25 

漢字 —— 日本語の漢字の同音語  29 

漢字 —— 中国語と日本語における漢字の違い  32 

 

２８章  「ら」抜き言葉について ： 言葉の変化について考えるための一助として 
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